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令和５年度広島県献血推進功労者等表彰伝達式について 

 

１ 要旨・目的 

献血推進に貢献している団体及び個人に対し、その功をたたえるため表彰を行い、感謝

状等を贈呈する表彰伝達式を開催する。 

 

２ 現状・背景 

人口減少及び少子高齢化により県内の献血量の確保が困難になりつつあることから、毎

年７月に全国で展開される「愛の血液助け合い運動」に合わせ、医療用の血液を安定的に

確保するための事業の一つとして行う。 

 

３ 概要 

(1) 実施主体 

広島県、日本赤十字社広島県支部、広島県赤十字血液センター 

（後援）   

 

 

 

 

(2) 実施期間（日時） 

令和５年７月 27 日（木）午後２時～３時 50 分 

 

(3) 場所 

中四国ブロック血液センター６階（広島市中区千田町二丁目５番５号） 

 

(4) 実施内容 

ア 功労者への感謝状等の伝達及び贈呈 

(ｱ) 厚生労働大臣表彰及び感謝状の伝達 

（表彰状３団体、感謝状６団体）  

(ｲ) 広島県知事感謝状の贈呈（10 団体） 

(ｳ) 日本赤十字社有功章の伝達 

（金色・銀色有功章９団体） 

(ｴ) 日本赤十字社広島県支部長感謝状の贈呈 

（団体の部８団体、個人の部 17 人） 

イ 献血推進ポスター募集入賞者の表彰 

   （最優秀賞１人、優秀賞５人、佳作 10 人） 

ウ 輸血享受者感謝のことば 
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【参考】 

○ 広島県の献血状況 

少子化の影響で献血可能人口が減少している中にあって、主に輸血を必要とする高齢者

層は増加し、若年層の献血者数は減少している。将来にわたり安定的に献血者を確保する

ため、若年層への対策が重要となっている。 

このため、本県においては、毎年度策定する広島県献血推進計画に基づき、献血啓発資

材の作成、各市町教育委員会に中高生を対象とした「献血セミナー」の実施依頼等、若年

層の献血への理解と協力を求めるための普及啓発を行っている。 

 

 

１ 広島県の総献血者数及び総献血量の推移 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 広島県の年代別献血者数の推移 

 

10 代 

60 代 
20 代 

30 代 

50 代 

40 代   

) 


